






















* CHEN Fangze: 広東外語外貿大学東方語言文化学院高IJ教授．
1「のJ による名詞節主題文の分類については陳（1994b）を参照のこと．なお，この構文を「疑似分裂文」
と呼ぶ学者もいるが（例えば， muraki 1974；井上 1978；野田 1994など），本稿ではこの名称を使わ
ない．















































( 8) 巨人がいいのはどんな点ですか. (1994.10.28 NHKスポー ツ）
巨人ノドンナ点ガイイ（か）
H. 従属節要素分裂文























































































































































Y 十z+ x 





は i y 
｜述部｜











































(24a) ! Z ノ Y 十 X
主題指定 ／／／ 
「ア－－－－ -r 
1主題 I I述部｜ （一回目の主題化操作）
(24b) i x iはi Z ノ Y
i主題指定 （→一項目分裂文）-r -r -i-
｜主題｜｜主題 ll述部｜ （二回目の主題化操作）
(24c) は tま (ZY位置交換操作）
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